
図版92 専光寺脇遺跡

1号墓東溝検出

1号墓西清 (貼石の転落石検出)



図版93 専光寺脇遺跡
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図版94 専光寺脇遺跡
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図版95 専光寺l為遺跡
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図版96 専光寺脇遺跡

1号墓東斜面貼石
(南東から)

1号墓東斜面北側貼石
(南東から)
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図版97 専光寺脇遺跡

1号墓東斜面貼石断面

1号墓南斜面貼石
(南から)

(南西から)



1号墓 (盛土。員占石除去後)

1号墓西側墳裾

図版98 専光寺脇遺跡
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1号墓 第 1主体



図版99 専光寺1為遺跡

2号墓全景
(転落石含む)

2号墓東清・貼石列
(転落石含む、東から)

(封ヒ東か ら)



図版100 専光寺脇遺跡

2号墓全景 (転落石除去後)
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図版101 専光寺脇遺跡

2号墓東清・貼石列
(】とから)

2号墓東清断面



図版102 専光寺脇遺跡

2号墓東清・貼石列 (北東から)



図版103 専光寺脇遺跡

2号墓全景
(東清完掘後)

2号墓全景
(SX 04完掘後)

2号墓東溝・SX 04完掘



図版104 専光寺脇遺跡

2号墓 第 1主体

2号墓 第 3主体

2号墓 第 4主体土層



図版105 専光寺脇遺跡

菫
麟
導

饉

2号墓 第 4主体完掘
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図版106 専光寺脇遺跡
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図版107 専光寺脇遺跡
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図版108 専光寺脇遺跡
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図版109 専光寺脇遺跡
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遺 跡 名 種  丹lJ 主な時代 主 な遺 構 主 な 遺 物 特記事項

沖 手 遺 跡
集落跡

低湿地遺跡

縄文時代

江戸時代

掘立柱建物跡 76
柱列 24
溝状遺構 23
井戸  6
瑳≧   38
土坑

九木舟、弥生土器、石器

土師器、須恵器、

中世土師器、瓦質土器

陶磁器、金属製品

鍛冶・鋳造関連遺物

木製品

縄文時代の

九木舟が 2

艘出土

中世の大規

模集落遺跡

専光寺脇 遺跡 墳 墓 弥生時代

方形貼石墓 1
貼石墓 1
土坑墓。木棺墓 4

土坑

弥生土器、須恵器

土師器、青磁、金属製品

弥生時代の

方形貝占石墓

では最西端
の確認例

約要

沖手遺跡は、益田川右岸の平地に位置す る中世か ら近世前半 にかけて営 まれ

た大規模 な集落遺跡である。集落は溝状遺構や柱列 によって区画 されてお り、
これ らと平行 して建物跡が復元で きることか ら、規則性 をもってつ くられた様

子が窺われる。貿易陶磁なども多数出上 してお り、遺跡の立地や遺物の内容か

ら、益 田川の水逗 を利用 した交易 。流通 に関わる集落であった可能性 も考 えら

れる。なお、中世の遺構検出面 よりもさらに下層では、弥生時代中期の水路跡

や、縄文時代後期末～晩期初頭頃の九木舟 2艘が検出された。
専光寺脇遺跡は、益 田平野の東側の丘陵尾根上に位置 している。方形貼石墓

(1号墓)と 、弧状の貼石列 を伴 う貼石墓 (2号墓)が検出された。 2号墓の出
土土器か らこれ らはおおよそ弥生時代 中期後半頃の もの と考えられる。益 田平

野周辺では弥生時代の墳丘墓の調査 は初めてであ り、この地域の弥生時代 の墓

制 を考える上で重要な資料 となる。 また、方形貼石墓や貼石墓の最西端の確認

例 として注 目される。

※北緯 。東経は、世界測地系による
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